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長
澤
蘆
雪 

―
流派を越えて





―

中
　
谷
　
伸
　
生

は
じ
め
に

　

長
澤蘆雪


（
一
七
五
四

－

一
七
九
九
）
の
生
涯
に
わ
た
る
作
風
を
鳥
瞰
し

て
み
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
る
作
風
が
自
由
自
在
に
展
開
し
て
い
る
こ
と

に
多
少
と
も
驚
か
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
円
山
応
挙
の
門
を
叩
い
て
、
応
挙
風

の
写
生
を
学
ん
だ
蘆雪

は
、
師
の
枠
組
に
収
ま
る
こ
と
な
く
、
そ
こ
か
ら
逸

脱
し
て
、
奔
放
と
い
っ
て
も
よ
い
蘆雪

独
自
の
作
風
展
開
を
行
う
こ
と
に
な

っ
た
。
で
は
一
体
、
蘆雪

と
は
何
者
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
、
応
挙
に

師
事
し
た
こ
と
か
ら
、
京
の
画
家
と
い
う
位
置
づ
け
で
解
説
が
な
さ
れ
て
き

た
が
、
本
稿
で
は
、
流派を越えて





活
動
を
行
っ
た
大
坂
画
壇
の
画
家
と
の

比
較
に
よ
っ
て
、
新
た
な
蘆雪

像
を
構
築
し
て
み
た
い
。

　

と
い
う
の
も
、
蘆雪

が
育
っ
た
淀
の
地
域
は
、
淀
川
を
通
じ
て
大
坂
と
繋

が
っ
て
い
る
こ
と
を
軽
視
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
蘆雪

の
出
自
を
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
資
料
の
不
足
か
ら
、
今
な
お
不
明
な
点
が
多
々
あ
る
に
せ
よ
、

蘆雪

は
、
父
上
杉
彦
右
衛
門
の
下
で
、
淀
の
芋
洗
村
で
幼
少
時
を
過
ご
し
た

と
推
測
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
蘆雪

の
出
自
を
め
ぐ
っ
て
は
、
和
歌
山
の
田
辺
に
あ

る
高
山
寺
の
十
世
義
澄
が
記
し
た
備
忘
録
『
三
番
日
含
』
を
基
礎
資
料
と
す

る
が
、
記
述
が
分
か
り
に
く
く
、
研
究
者
間
で
も
解
釈
が
異
な
っ
て
い
る
。

　

淀
と
い
う
場
所
は
、
京
と
大
坂
と
を
つ
な
ぐ
中
間
地
点
で
、
中
世
以
来
、

南
西
に
石
清
水
八
幡
宮
、
西
に
天
王
山
を
望
む
軍
事
・
交
通
の
要
衝
で
あ
っ

た
。
木
津
川
と
宇
治
川
が
合
流
し
て
淀
川
に
流
れ
込
む
場
所
に
淀
の
城
下
町

が
位
置
し
て
い
た
が
、
そ
こ
は
、
京
と
大
坂
と
に
跨
る
文
化
的
土
壌
を
形
成

し
て
い
た
地
域
で
あ
る
。
伊
藤
若
冲
や
曽
我
蕭
白
と
並
ん
で
、
奇
想
の
画
家

と
呼
ば
れ
る
蘆雪

の
絵
画
を
検
討
す
る
と
、
木
村
蒹
葭
堂
を
中
心
と
す
る
大

坂
画
壇
の
主
た
る
画
家
た
ち
の
活
動
と
似
通
っ
た
「
流派を越え




た
」
活
動

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
蘆雪

の
さ
ま
ざ
ま
に
幅
の
あ
る
作
風
は
、
狩

野
派
や
写
生
派
、
そ
し
て
文
人
画
派
と
い
っ
た
流派を越えて





活
動
し
た
同

時
代
の
大
坂
画
壇
の
画
家
た
ち
と
よ
く
似
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ

る
。
以
下
に
、
初
期
か
ら
晩
年
に
至
る
蘆雪

の
作
品
を
時
代
順
に
検
討
し
て
、

流派を越え




た
蘆雪

の
足
跡
を
辿
っ
て
み
た
い
。



四

　

な
お
、
蘆雪

に
つ
い
て
は
、
近
年
、
岡
田
秀
之
氏
の
『
か
わ
い
い 

こ
わ

い 
お
も
し
ろ
い 

長
沢
芦
雪
』（
新
潮
社
・
二
〇
一
七
年
刊
）
が
出
版
さ
れ

た
。
小
冊
子
で
は
あ
る
が
、
二
〇
一
一
年
に
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
で
開

催
さ
れ
た
「
長
沢
芦
雪
―
奇
は
新
な
り
―
」
展
の
調
査
研
究
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
蘆雪

研
究
を
う
ま
く
整
理
し
た
好
著
で
あ
る
。
最
新
の

調
査
成
果
に
よ
る
安
定
し
た
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
も
多
く
の
箇

所
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

一　

安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
ま
で
の
初
期
作
品

　

応
挙
に
入
門
す
る
ま
で
の
蘆雪

は
、
鶴
沢
探
索
（
一
七
二
九

－

九
七
）
あ

た
り
の
鶴
沢
派
に
学
ん
だ
と
い
う
河
野
元
昭
氏
の
解
説
が
あ
る（

（
（

。
そ
れ
は
「
于

緝
之
印
」（
白
文
方
印
）
と
「
子
熙
」（
朱
文
方
印
）
の
二
顆
を
捺
し
た
初
期

作
の
《
群
鶴
図
》（
安
永
年
間
・
一
七
七
二

－

七
八
）
の
作
風
が
、
鶴
沢
派

の
「
鶴
図
」
と
よ
く
似
て
い
る
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
る
。
い
く
ぶ
ん
平
板

で
硬
さ
の
残
る
狩
野
派
系
の
作
風
は
、
応
挙
に
入
門
す
る
以
前
の
「
自
然
感

と
初
発
性
に
溢
れ
て
い
る
」
作
品
だ
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
ま
た
、
探
索
の

名
は
「
守
熙
」
で
あ
り
、
蘆雪

の
「
子
熙
」
に
つ
な
が
る
と
い
う（

（
（

。
描
か
れ

た
二
羽
の
鶴
は
、
丹
頂
鶴
と
真
鶴
で
、
岡
田
秀
之
氏
は
、「
探
索
の
祖
父
に
あ

た
る
鶴
澤
探
山
の
門
人
で
、
大
坂
で
活
躍
し
た
橘
守
國
（
一
六
七
九

－

一
七

四
八
）
が
絵
手
本
と
し
て
出
版
し
た
『
絵
本
通
寶
志
（
六
）』
の
な
か
に
あ
る

「
蘆
に
鶴
」
の
三
羽
の
鶴
に
、
別
の
背
景
を
描
き
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る

（
（
（

」
と

述
べ
て
い
る
。
橘
派
と
い
う
こ
と
で
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
鶴
澤
門
下
に
繋
が

る
作
風
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
確
か
に
、
立
体
感
に
乏
し
く
、
い
く
ぶ
ん

生
硬
さ
を
感
じ
さ
せ
る
作
風
は
、
京
の
鶴
澤派

あ
る
い
は
大
坂
の
橘
派
に
繋

が
る
と
い
っ
て
間
違
い
な
い
。
鶴
の
羽
毛
の
精
緻
で
繊
細
な
描
写
が
印
象
深

い
が
、
前
後
関
係
を
強
調
し
な
い
複
数
の
足
の
形
態
も
ま
た
鶴
沢
派
の
そ
れ

に
類
似
す
る
。

　

多
く
の
絵
手
本
を
刊
行
し
、
大
坂
画
壇
成
立
の
立
役
者
と
い
わ
れ
る
橘
守

國
と
大
岡
春
卜
の
出
自
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
大
坂
の
橘
守
國
（
一
六
七
一

－

一
七
四
八
）
は
、
鶴
沢
探
山
の
門
人
で
あ
り
、
同
じ
く
、
版
本
出
版
か
ら
肉

筆
画
ま
で
を
縦
横
に
こ
な
し
た
大
岡
春
卜
（
一
六
八
一

－

一
七
六
三
）
も
ま

た
、
鶴
沢
派
か
ら
出
発
し
た
可
能
性
が
高
い（

（
（

。
つ
ま
り
、
近
世
大
坂
画
壇
の

成
立
に
お
い
て
は
、
鶴
沢
派を

一
つ
の
基
盤
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
、

大
坂
の
画
家
た
ち
は
、
鶴
沢
派
に
つ
な
が
る
画
家
た
ち
も
多
く
、
大
坂
の
画

家
と
鶴
沢
派
は
親
近
感
が
あ
る
。
初
期
の
蘆雪

が
鶴
沢
派
に
学
ん
だ
と
す
れ

ば
、
大
坂
画
壇
と
の
関
係
も
か
な
り
近
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
加
えて

、

京
の
狩
野
派
系
画
家
集
団
で
あ
る
鶴
沢
派
は
、
妙
心
寺
の
各
塔
頭
に
も
障
壁

画
を
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
京
で
の
活
動
を
重
視
せ

ざ
る
をえ

な
い
が
、
大
坂
画
壇
と
鶴
沢
派
の
関
係
も
無
視
で
き
な
い
で
あ
ろ

う
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
大
岡
春
卜
は
、
大
坂
と
京
を
行
き
来
し
て
活
動
し

た
が
、
京
の
妙
心
寺
衡
梅
院
に
障
壁
画
《
楼
閣
山
水
図
》
や
《
羅
漢
図
》
を

描
い
た
。
妙
心
寺
は
、
大
坂
と
の
関
係
が
密
で
、
蘆雪

が
、
天
明
三
年
（
一

七
八
三
）
三
十
歳
の
と
き
に
、
妙
心
寺
海
福
院
の
斯
経
慧
梁
の
居
所
で
あ
っ

た
大
坂
の
直
指
庵
に
《
墨
龍
図
》
を
描
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
さ
ら



長
長
長
長長

長
長
長
長
長
長
長
長

五

に
、
禅
宗
の
妙
心
寺
と
蘆雪

と
の
関
係
に
つ
い
て
河
野
元
昭
氏
は
、
禅
僧
の

白
隠
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
と
の
関
係
を
示
唆
し
て
い
る（

（
（

。

　

ま
た
、
蘆雪

の
初
期
作
品
に
見
ら
れ
る
南
蘋
派
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述

べ
る
と
、《
梅
に
鴉
図
》（
安
永
年
間
・
一
七
七
二

－

七
八
）
は
、
京
・
大
坂

で
流
行
し
た
南
蘋
派
、
あ
る
い
は
広
義
の
長
崎
派
の
作
風
を
示
し
て
い
る
と

岡
田
秀
之
氏
が
指
摘
し
て
い
る（

（
（

。
梅
の
枝
な
ど
、
未
だ
形
態
描
写
や
構
図
が

整
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
烏
と
薔
薇
の
枝
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
拙
い
が
、
こ
う
し

た
図
様
は
、
南
蘋
派
に
典
型
的
に
登
場
す
る
モ
テ
ィ
ー
フ
の
配
置
で
も
あ
る
。

つ
ま
り
、《
梅
に
鴉
図
》
も
ま
た
、
蘆雪

が
大
坂
で
流
行
っ
て
い
た
南
蘋
系
の

長
崎
派を

学
ん
で
い
た
可
能
性
を
仄
め
か
し
て
お
り
、
蘆雪

の
初
期
の
活
動

の
一
端
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
上
方
で
は
南
蘋
派
が
流
行
ら
な
か
っ

た
と
い
う
説
が
、
研
究
者
間
で
主
張
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
時
期
、
大
坂
は

南
蘋
派
の
一
つ
の
拠
点
で
あ
り
、
鶴
亭
（
一
七
二
二

－

八
五
）、
林
閬
苑
（
一

七
四
〇
以
降
生
一
七
八
〇
年

－
八
七
年
頃
没
）、
佚
山
（
一
七
七
五
年
以
前

生
、
一
七
八
七
年
以
前
没
）、
泉
必
東
（

－

一
七
六
四
没
）、
森
蘭
齋
（
一
七

四
〇

－

一
八
〇
一
）、
葛
蛇
玉
（
一
七
三
五

－

一
七
八
〇
）、
そ
し
て
木
村
蒹

葭
堂
（
一
七
三
六

－
一
八
〇
二
）
ら
の
南
蘋
派
（
長
崎
派
）
の
受
容
を
見
逃

し
て
は
な
ら
な
い
。

　

南
蘋
派を

ど
こ
ま
で
厳
密
に
規
定
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
残
る
が
、
と

も
か
く
、
長
崎
貿
易
の
本
州
へ
の
終
着
点
で
あ
っ
た
大
坂
は
、
南
蘋
派
の
到

着
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
歴
史
的
事
実
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
最
も
直
截
に
跡

付
け
て
い
る
の
が
森
蘭
齋
の
来
坂
で
あ
っ
た
。
蘭
齋
は
、
江
戸
で
南
蘋
派
の

作
品
を
広
め
た
と
い
う
の
が
従
来
の
説
で
あ
る
が
、
義
父
の
熊
斐
が
安
永
元

年
（
一
七
七
二
）
に
亡
く
な
っ
た
後
、
妻
で
あ
る
熊
斐
の
娘
と
共
に
長
崎
か

ら
大
坂
へ
向
か
っ
て
い
る
。
お
お
よ
そ
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
か
ら
安
永

四
年
（
一
七
七
五
）
の
間
に
は
大
坂
で
暮
ら
し
始
め
て
お
り
、
そ
の
後
に
江

戸
に
居
を
移
し
た
。『
武
江
年
表
』
に
寛
政
期
の
人
物
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
大
坂
か
ら
江
戸
に
移
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
つ

ま
り
、
蘭
齋
は
、
三
〇
歳
代
前
半
か
ら
四
〇
歳
代
に
か
け
て
大
坂
で
活
動
し

て
お
り
、
熊
斐
に
習
っ
た
南
蘋
風
の
作
風
を
大
坂
の
弟
子
た
ち
に
教
えて

い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
ろ
う（

（
（

。

　

東
洋
史
の
碩
学
宮
崎
市
定
は
、「
近
畿
地
方
が
外
来
文
化
輸
入
の
タ
ー
ミ
ナ

ル
基
地
（
中
略
）
大
阪
は
、
依
然
と
し
て
日
本
経
済
の
中
心
た
る
地
位
」
を

保
ち
、
古
代
社
会
以
来
、
大
坂
の
「
わ
が
国
内
に
お
け
る
東
西
の
交
通
上
に

占
む
る
位
置
の
重
要
さ
は
、
け
だ
し
絶
大
な
る
も
の
が
あ
る

（
（
（

」
と
述
べ
て
い

る
。
瀬
戸
内
海
航
路
を
通
し
て
、
中
国
か
ら
の
物
資
や
文
化
は
、
ま
ず
大
坂

に
集
積
さ
れ
、
そ
の
後
に
淀
川
に
よ
っ
て
京
へ
、
陸
路
で
江
戸
へ
と
運
ば
れ

た
。

　

ま
た
、
蘆雪

に
は
《
蛇
図
》
が
遺
存
し
て
い
る
が
、
こ
の
作
品
は
淀
の
旧

家
に
所
蔵
さ
れ
た
も
の
で
、
岡
田
秀
之
氏
は
、
蘆雪

の
一
〇
歳
代
か
ら
二
〇

歳
代
半
ば
に
制
作
さ
れ
た
と
推
定
し
た（

（1
（

。「
蛇
図
」
と
い
え
ば
、
大
坂
画
壇
の

奇
才
と
い
わ
れ
る
葛
蛇
玉
に
よ
る
複
数
の
「
蛇
図
」
を
想
起
さ
せ
る
が
、
蘆

雪
と
蛇
玉
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
両

者
に
影
響
関
係
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
鶴
沢
派
に
つ
な
が



六

る
橘
守
國
門
下
で
、
南
蘋
派
の
鶴
亭
に
も
師
事
し
た
蛇
玉
の
《
蛇
図
》
と
蘆

雪
の
初
期
作
《
蛇
図
》（
安
永
年
間
・
一
七
七
二

－

七
八
）
と
の
類
似
は
興

味
深
い（

（1
（

。
大
坂
の
画
家
で
あ
る
蛇
玉
は
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
刊
行

さ
れ
た
『
浪
速
人
傑
談
』
に
よ
る
と
、
蛇
に
ま
つ
わ
る
逸
話
で
知
ら
れ
て
い

て
、
現
在
ま
で
に
、
少
な
く
と
も
三
点
の
「
蛇
図
」
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
に
生
ま
れ
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
に
亡
く

な
っ
て
お
り
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
に
生
ま
れ
、
寛
政
十
一
年
（
一
七

九
九
）
に
亡
く
な
っ
た
蘆雪

よ
り
も
約
二
〇
歳
年
上
で
あ
る
。
蘆雪

が
蛇
玉

の
「
蛇
図
」
の
影
響
を
受
け
た
と
い
う
証
拠
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
う

し
た
「
蛇
図
」
が
大
坂
で
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。
岡
田
秀

之
氏
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
蘆雪

の
《
蛇
図
》
は
、「
右
下
に
『
于
緝
之
印
』（
白

文
）
を
捺
す
。『
于
緝
』
は
蘆雪

と
名
乗
る
前
の
号
で
、
本
図
は
蘆雪

の
出
身

地
と
さ
れ
る
淀
の
旧
家
に
現
在
も
伝
わ
る
こ
と
か
ら
、
蘆雪

一
〇
代
か
ら
二

〇
代
半
ば
の
作
で
あ
る
可
能
性
が
高
い

（
（1
（

。」
と
い
う
。

　

加
えて

、
蘆雪

の
初
期
作
品
と
し
て
は
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
の
《
関

羽
図
》
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。『
三
国
志
』
に
登
場
す
る
関
羽
を
描
い
た
こ

の
作
品
も
、
淀
の
旧
家
に
伝
わ
る
も
の
で
、
画
面
右
下
に
「
于
緝
寫
」
の
墨

書
と
「
丹
青
三
昧
」
の
印
を
捺
し
て
い
る
。
ジ
グ
ザ
グ
に
引
か
れ
た
衣
服
の

輪
郭
線
な
ど
、
当
時
、
日
本
で
流
行
っ
た
中
国
絵
画
の
影
響
を
示
し
て
い
て
、

た
と
え
ば
、
大
坂
の
林
閬
苑
の
《
漢
功
臣
図
》
な
ど
の
過
度
に
折
れ
曲
が
っ

た
衣
服
の
輪
郭
線
と
よ
く
似
通
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
奇
異
な
輪
郭
線
は
、

同
時
代
の
曽
我
蕭
白
や
与
謝
蕪
村
の
人
物
図
に
も
見
て
と
れ
る
こ
と
か
ら
、

十
八
世
紀
中
頃
に
流
行
し
た
作
風
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
佐
藤
康
宏
氏
は
、
こ

う
し
た
形
態
モ
テ
ィ
ー
フ
を
、
明
末
の
呉
彬
の
影
響
だ
と
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。

　

以
上
、
こ
れ
ら
の
作
品
群
を
俯
瞰
す
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
風
を
学
ぼ
う

と
す
る
蘆雪

初
期
の
姿
勢
を
窺
う
こ
と
が
で
き
て
参
考
に
な
ろ
う
。
蘆雪

の

初
期
作
品
か
ら
は
、
鶴
沢
派
や
橘
派
な
ど
の
狩
野
派
系
、
広
い
意
味
で
の
南

蘋
派
系
、
明
末
の
作
風
を
採
り
入
れ
た
文
人
画
系
、
そ
し
て
大
坂
画
壇
と
の

関
係
な
ど
、
流派を越え




た
複
数
の
作
風
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
に
ち

が
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
蘆雪

に
あ
っ
て
は
、
基
本
的
に
、
文
人
画
的
な
作

品
に
対
す
る
志
向
は
強
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

二　

応
挙
入
門
か
ら
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
頃
ま
で

　

蘆雪

が
応
挙
門
に
何
時
入
門
し
た
か
は
正
確
に
は
分
か
ら
な
い
が
、
こ
れ

ま
で
の
研
究
で
は
、
蘆雪

二
十
五
歳
制
作
の
《
東
山
名
所
図
屛
風
》
を
応
挙

宅
で
描
い
た
と
、
こ
の
屛
風
自
体
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
安
永
七
年

（
一
七
七
八
）
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
の
近
い
時
期
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
屛
風
に
は
「
安
永
戊
戌
夏
六
月
円
山
家
ニ
而　

蘆雪

写
「
長
澤
魚
印
」

（
白
文
方
印
）、「
引
裾
父
」（
白
文
方
印
）、「
魚
」（
朱
文
亀
甲
印
）
と
い
う
落

款
が
見
ら
れ
る
。

　

応
挙
の
画
技
を
習
っ
た
蘆雪

は
、《
唐
美
人
図
》（
天
明
六
年
以
前
・
一
七

八
二
年
以
前
）
な
ど
、
多
様
な
色
彩
を
用
い
た
美
人
図
を
描
い
た
。
身
体
を

捩
じ
っ
て
斜
め
に
構
え
る
女
性
は
、
水
か
ら
上
が
っ
て
来
る
亀
の
姿
を
眺
め

て
お
り
、
同
時
代
の
典
型
的
な
美
人
図
と
な
っ
て
い
る
。
衣
服
を
か
た
ど
る



長
長
長
長長

長
長
長
長
長
長
長
長

七

簡
潔
で
正
確
な
線
描
は
、
蘆雪

の
技
法
の
正
確
さ
を
証
す
。
優
雅
な
印
象
と

と
も
に
、
突
き
詰
め
た
厳
し
い
描
写
に
よ
る
隙
の
な
い
人
物
像
が
浮
か
び
上

が
る
。
こ
う
し
た
作
風
は
、
応
挙
の
そ
れ
を
学
習
し
た
結
果
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
が
、
一
方
で
、
大
坂
画
壇
の
画
家
の
林
閬
苑
（
一
七
四
〇

以
降
生
一
七
八
〇
年

－

八
七
年
頃
没
）
の
《
唐
美
人
図
》（
白
澤
庵
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
）
に
も
近
い
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
林
閬
苑
も
蘆雪

に
似
て
、
鮮
や

か
な
色
彩
を
用
い
て
緻
密
な
美
人
図
を
描
い
た
。
た
だ
し
、
閬
苑
の
《
唐
美

人
図
》
は
、
蘆雪

の
応
挙
風
で
正
当
な
美
人
図
と
は
異
な
っ
て
、
わ
ず
か
な

が
ら
も
奇
異
な
印
象
を
放
っ
て
い
る
。
閬
苑
に
つ
い
て
は
、
明
の
絵
画
に
憧

れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
大
坂
の
和
泉
堺
の
旧
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た

明
画
を
模
写
し
て
学
び
、
極
彩
色
の
美
人
画
を
得
意
と
し
て
仇
英
画
に
似
る

と
評
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
美
人
図
と
い
え
ば
、
蘆雪

は
ま
た
「
天
明
二
壬
寅
季
夏 

蘆雪

寫

意
」
の
墨
書
と
「
蘆雪

」
の
朱
文
方
印
を
捺
す
《
西
王
母
図
》（
天
明
二
年
・

一
七
八
二
年
）
も
制
作
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
一
層
繊
細
な
描
写
力
が
顔
貌

表
現
に
見
て
と
れ
る
。
頭
髪
の
微
に
入
り
細
を
穿
っ
た
形
態
描
写
に
は
、
蘆

雪
の
写
実
力
が
い
か
に
高
か
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
特

質
も
ま
た
、
大
坂
の
閬
苑
と
共
通
す
る
。
加
えて

、
ち
ぎ
っ
た
桃
の
枝
を
掴

む
西
王
母
の
左
手
の
形
態
描
写
と
、
そ
れ
を
眺
め
る
傾
い
だ
頭
部
の
形
態
モ

テ
ィ
ー
フ
は
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
と
い
う
後
年
の
作
品
で
は
あ
る
が
、

応
挙
の
《
楚
蓮
香
図
》（
白
鶴
美
術
館
蔵
）
と
よ
く
似
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
応

挙
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
応
挙
の
少
々
肉
太
の
輪
郭
線
に
対
し
て
、

蘆雪

の
方
は
一
層
繊
細
か
つ
複
雑
な
線
描
の
束
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
見
逃

し
て
は
な
ら
な
い
。
な
お
、「
楚
蓮
香
図
」
と
い
え
ば
、
天
明
前
期
の
作
と
推

測
さ
れ
る
蘆雪

の
代
表
作
《
呉
美
人
図
》（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
が
遺
存
し

て
い
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
切
れ
長
の
鋭
い
目
に
よ
っ
て
引
き
締
ま
っ
た
女

性
の
顔
貌
が
印
象
深
い
。

　

ま
た
、
閬
苑
の
絵
画
と
の
類
似
と
い
え
ば
、
蘆雪

の
《
蝦
蟇
仙
人
図
》（
個

人
蔵
）
が
、
閬
苑
の
《
蹴
鞠
図
》
の
人
物
描
写
に
似
て
、
奇
妙
な
身
体
の
運

動
表
現
を
見
せ
る
絵
画
で
、
画
面
左
下
に
「
蘆雪

席
画
」
と
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
筆
さ
ば
き
に
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
即
興
的
な
席
画

と
な
っ
て
い
る
。
閬
苑
は
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
か
ら
天
明
七
年
（
一

七
八
七
）
の
間
に
蘆雪

よ
り
も
早
く
亡
く
な
っ
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
同
時
代
の

画
家
で
、
名
は
新
ま
た
は
又
新
、
字
は
日
新
、
号
が
閬
苑
、
俗
称
は
閬
蔵
と

言
っ
た
。
大
坂
の
福
原
五
岳
に
師
事
し
た
大
坂
人
で
あ
る
。
剛
毅
な
水
墨
画

は
張
平
山
の
作
風
を
髣
髴
さ
せ
る
と
伝
え
ら
れ
、
緻
密
な
人
物
図
や
花
鳥
図

は
、
長
崎
派
の
影
響
下
に
あ
る
も
の
で
、
写
生
を越えて



一
種
幻
想
的
で
奇

抜
な
作
風
を
示
す
。
閬
苑
に
は
、
若
冲
の
「
緻
密
な
写
生
と
幻
想
的
世
界
」

を
想
起
さ
せ
る
《
中
国
人
物
図
》（
関
西
大
学
図
書
館
蔵
）
や
《
芭
蕉
九
官
鳥

図
》（
個
人
蔵
）
な
ど
も
遺
存
し
て
い
る
。
ま
た
、
水
墨
の
み
の
人
物
図
や
長

崎
派
風
の
水
墨
に
よ
る
《
虎
図
》（
個
人
蔵
）
も
遺
存
し
て
お
り
、
作
風
は
多

様
で
あ
る
。
ま
た
閬
苑
は
、
高
僧
の
維
明
周
奎
に
招
か
れ
て
、
京
の
相
国
寺

に
赴
い
て
研
鑽
を
積
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
若
冲
と
の
人
間
関
係
も
仄
め
か

さ
れ
る
。
閬
苑
に
は
、
長
崎
派
風
の
写
生
的
作
品
か
ら
、
文
人
画
風
の
山
水
・



八

人
物
図
ま
で
、
か
な
り
幅
の
広
い
作
風
を
示
す
絵
画
が
多
数
遺
存
し
て
お
り
、

こ
の
時
代
の
長
崎
派を

考
え
る
上
で
も
重
要
だ
と
い
っ
て
よ
い（

（1
（

。
ま
た
、
閬

苑
と
蘆雪

の
二
人
は
、
活
動
期
が
ほ
ぼ
重
な
る
こ
と
か
ら
、
も
し
、
二
人
が

出
会
っ
て
い
た
ら
、
あ
る
い
は
作
品
を
見
る
機
会
が
あ
っ
た
な
ら
、
ど
ち
ら

が
影
響
を
与
え
た
の
か
ど
う
か
、
興
味
を
惹
く
が
、
資
料
の
不
足
で
事
実
関

係
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

加
えて

、
蘆雪

の
活
動
は
、
京
と
和
歌
山
、
そ
し
て
奈
良
な
ど
と
の
行
き

来
の
中
で
、
常
識
的
に
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
場
所
か
も
し
れ
な
い
淀
の
地
域

を
必
ず
通
り
な
が
ら
、
伏
見
か
ら
淀
川
を
下
っ
て
大
坂
へ
向
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
南
紀
へ
の
旅
は
、
大
坂
に
出
て
か
ら
多
く
の
荷
物
を
抱
え
な
が
ら
の
旅

と
な
り
、
陸
路
の
困
難
さ
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
お
そ
ら
く
、
海
路
で
紀
州

へ
と
向
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
蘆雪

と
大
坂
と
い
う
地
域
を
考
慮

に
入
れ
る
と
、
蘆雪

に
と
っ
て
、
大
坂
は
単
な
る
交
通
の
通
過
地
点
で
は
な

く
、
他
の
画
家
の
作
品
を
見
聞
す
る
こ
と
や
、
と
き
ど
き
は
、
制
作
場
所
の

一
つ
で
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
蘆雪

は
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
三

十
歳
の
と
き
に
、
妙
心
寺
海
福
院
の
斯
経
慧
梁
の
居
所
で
あ
っ
た
大
坂
の
直

指
庵
に
《
墨
龍
図
》
を
描
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
京
の
妙
心
寺
と
大

坂
と
の
禅
林
を
め
ぐ
る
密
な
関
係
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
加
えて

、
蘆

雪
が
大
坂
で
客
死
し
た
こ
と
も
含
め
て
、
蘆雪

と
大
坂
と
の
関
係
を
今
一
度

注
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三　

南
紀
滞
在
期
の
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
か
ら
翌
年
ま
で

　

蘆雪

は
、
応
挙
の
指
示
に
よ
っ
て
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
十
月
か
ら

翌
年
の
二
月
ま
で
、
紀
伊
国
の
南
部
に
派
遣
さ
れ
た
と
い
う
。
応
挙
は
、
無

量
寺
の
住
職
で
あ
っ
た
文
保
愚
海
と
長
ら
く
親
交
が
あ
り
、
無
量
寺
の
襖
絵

制
作
を
依
頼
さ
れ
た
が
、
多
忙
で
行
く
こ
と
が
で
き
ず
、
代
わ
り
に
、
弟
子

た
ち
の
中
で
最
も
実
力
の
あ
っ
た
蘆雪を


推
薦
し
た
と
い
わ
れ
る
。

　

無
量
寺
の
襖
絵
で
大
作
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
何
と
言
っ
て
も
《
虎
図
・
龍

図
襖
》
で
あ
ろ
う
。《
虎
図
襖
》
は
、
計
六
面
の
襖
に
描
か
れ
、
そ
の
中
の
三

面
を
占
め
る
巨
大
な
虎
は
、
画
面
か
ら
飛
び
出
し
て
来
る
よ
う
な
迫
力
満
点

の
作
品
で
あ
る
。
襖
か
ら
飛
び
出
る
造
形
的
な
効
果
は
、
一
体
い
か
な
る
発

想
か
ら
き
た
も
の
か
、
研
究
者
間
で
も
幾
つ
か
の
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
そ

の
一
例
と
し
て
、
辻
惟
雄
氏
は
、
江
戸
の
山
東
京
伝
の
版
本
『
悪
態
鮫
骨
』

の
中
か
ら
、
画
面
い
っ
ぱ
い
に
拡
大
さ
れ
た
二
人
の
男
の
顔
の
描
写
を
採
り

上
げ
、「
思
い
切
っ
た
顔
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
」
と
し
て
、
蘆雪

の
大
胆
な
作

風
と
の
類
似
を
指
摘
し
、
直
接
の
影
響
関
係
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
い
に

し
て
も
、
こ
う
し
た
作
品
が
蘆雪

の
《
虎
図
・
龍
図
襖
》
の
背
景
に
存
在
す

る
の
で
は
な
い
か
、
と
指
摘
し
た（

（1
（

。

　

そ
こ
で
も
し
、
浮
世
絵
や
版
本
の
挿
絵
な
ど
の
版
画
が
蘆雪

に
影
響
し
た

と
す
る
な
ら
ば
、
た
と
え
ば
、
大
坂
で
人
気
を
博
し
た
戯
画
作
者
の
耳
鳥
齋

（
一
七
五
〇
／
五
一
以
前

－

一
八
〇
二
／
三
）
の
奇
怪
な
戯
画
も
ま
た
、
蘆雪


の
着
想
の
一
端
に
存
在
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
蘆雪

と
大
坂
の
関
係
が
あ
る



長
長
長
長長

長
長
長
長
長
長
長
長

九

て
い
ど
密
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
戯
画
作
者
の
耳
鳥
齋
に
よ
る
大
胆
で
奇
抜

な
戯
画
な
ど
も
、
蘆雪

の
眼
に
と
ま
っ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
当

時
の
大
坂
で
耳
鳥
齋
は
人
気
者
で
、
数
多
く
の
戯
画
の
版
本
が
刊
行
さ
れ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
耳
鳥
齋
の
版
本
『
絵
本
古
鳥
図
賀
比
』
の
中
の
「
だ
い

た
ん
も
の
」
な
ど
も
、
蘆雪

の
《
虎
図
・
龍
図
襖
》
の
度
肝
を
抜
く
構
図
や
、

日
常
の
感
覚
を越え


た
奇
怪
な
モ
テ
ィ
ー
フ
に
も
つ
な
が
る
諧
謔
的
な
戯
画

の
表
現
で
あ
る（

（1
（

。
耳
鳥
齋
の
「
だ
い
た
ん
も
の
」
で
は
、
突
如
、
襖
を
開
け

て
部
屋
に
入
り
込
ん
で
き
た
巨
大
な
顔
の
化
け
物
は
、
恐
ろ
し
い
と
い
う
よ

り
も
、「
お
か
し
み
」
を
感
じ
さ
せ
る
。
蘆雪

の
《
虎
図
襖
》
に
見
て
と
れ
る

「
何
と
な
く
お
か
し
い

（
（1
（

」
表
現
は
、
大
坂
の
耳
鳥
齋
ら
の
本
領
と
い
う
べ
き
、

心
の
な
ご
む
「
お
か
し
み
の
あ
る
世
界
」
に
通
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え

て
も
無
理
は
な
い
。

　
《
虎
図
・
龍
図
襖
》
の
「
虎
図
」
と
向
か
い
合
う
「
龍
図
」
の
方
も
、
同
様

に
大
胆
な
表
現
効
果
を
放
っ
て
お
り
、
力
の
籠
っ
た
龍
の
顔
は
、
破
壊
的
と

で
も
い
う
べ
き
迫
力
と
、
て
い
ね
い
な
描
写
と
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
、
ま
こ

と
に
心
地
よ
い
形
態
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。「
龍
図
」
の
迫
力
の
極
み
は
、

六
面
中
の
右
端
と
第
四
面
（
扇
）
に
描
か
れ
た
龍
の
大
き
な
爪
で
あ
ろ
う
。

龍
も
ま
た
、
怖
い
と
い
う
よ
り
も
「
お
か
し
さ
」
を
感
じ
さ
せ
る
。
余
談
で

あ
る
が
、《
虎
図
・
龍
図
襖
》
の
「
虎
図
」
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
イ
ギ
リ
ス

の
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
で
「
大
江
戸
展
」
が
開
催
さ
れ
た
と
き
に
、
幾

つ
か
の
二
階
建
て
バ
ス
の
車
体
の
側
面
に
、「
虎
図
」
が
大
き
く
プ
リ
ン
ト
さ

れ
、
そ
の
バ
ス
が
ロ
ン
ド
ン
市
街
を
走
り
回
り
、
多
く
の
人
々
に
拍
手
喝
采

を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
は
蘆雪

の
《
虎
図
・
龍
図
襖
》

の
国
際
性
と
普
遍
性
を
伝
え
る
出
来
事
で
あ
ろ
う
。

　

南
紀
の
草
堂
寺
に
は
、《
群
猿
図
屛
風
》（
天
明
七
年
・
一
七
八
七
年
）
が

遺
存
し
て
お
り
、
蘆雪

が
好
ん
だ
「
猿
図
」
が
自
由
自
在
の
筆
さ
ば
き
に
よ

っ
て
描
か
れ
た
。「
猿
図
」
に
つ
い
て
は
、
南
紀
の
旅
以
前
に
も
六
曲
一
双

《
岩
上
猿
・
唐
子
遊
図
》（
一
七
八
五
年
以
前
）
の
屛
風
が
制
作
さ
れ
て
お
り
、

猿
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
蘆雪

に
と
っ
て
は
な
じ
み
で
あ
っ
た
が
、
蘆雪

の
「
猿

図
」
は
、
大
坂
の
森
派
の
猿
と
ま
っ
た
く
無
関
係
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、

改
め
て
検
証
が
必
要
で
あ
る
。
応
挙
の
写
生
の
影
響
下
に
「
猿
図
」
や
「
鹿

図
」
で
一
世
を
風
靡
し
た
森
派
の
森
狙
仙
（
一
七
四
七

－

一
八
二
一
）
の
「
猿

図
」
は
、
当
時
の
上
方
で
圧
倒
的
な
人
気
を
博
し
て
お
り
、
蘆雪

が
そ
れ
を

知
ら
な
か
っ
た
は
ず
が
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
応
挙
の
影
響
を
考
慮
す
べ
き
で

あ
る
が
、
大
坂
の
森
派
と
の
関
係
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
っ

と
も
、
森
派
の
「
猿
図
」
と
蘆雪

の
そ
れ
と
は
、
形
態
描
写
が
あ
ま
り
に
も

相
違
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
関
係
は
、
図
様
に
限
っ
て
検
討
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
蘆雪

に
よ
る
草
堂
寺
の
《
群
猿
図
屛
風
》
は
、

潑
墨
風
の
激
し
い
筆
触
を
採
り
入
れ
て
豪
快
に
描
か
れ
て
お
り
、
緻
密
で
動

き
の
少
な
い
森
派
の
「
猿
図
」
と
は
、
あ
ま
り
に
も
か
け
離
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
作
風
は
、
同
じ
南
紀
の
成
就
寺
の
《
唐
獅
子
図
襖
》（
天
明
六

年
・
一
七
八
六
年
）
に
も
見
て
と
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
表
現
主
義
的
と
言
っ

て
も
よ
い
気
迫
あ
ふ
れ
る
獅
子
の
姿
が
見
ら
れ
、
南
紀
に
お
い
て蘆雪


が
目



一
〇

指
し
て
い
た
も
の
が
、
い
わ
ゆ
る
円
山
派
・
四
条
派
の
定
型
化
し
た
動
物
の

再
現
で
は
な
く
、
あ
る
種
の
「
聖
な
る
魂
」
の
表
現
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
。
他
方
、
成
就
寺
に
は
、《
群
雀
図
襖
》
な
ど
の
天
袋
の
小
襖
絵
も

遺
存
し
て
お
り
、
細
い
木
の
枝
に
一
列
に
並
ぶ
十
二
羽
の
コ
ミ
カ
ル
で
可
愛

ら
し
い
雀
の
群
れ
は
、
蘆雪

の
別
の
一
面
を
表
明
し
て
お
り
、
こ
の
画
家
の

作
域
の
広
さ
を
教
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
流派を越え




た
幅
の
広
い
作
風

は
、
大
坂
画
壇
の
画
家
た
ち
と
共
通
す
る
と
言
っ
て
お
き
た
い
。
な
お
、
こ

の
小
襖
絵
に
捺
さ
れ
た
「
長
澤
」「
蘆雪

」（
白
朱
文
連
印
）
は
、
南
紀
滞
在

以
前
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
京
で
描
い
て
成
就
寺
に
持
ち
込
ま

れ
た
絵
画
だ
と
推
定
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

さ
て
、
南
紀
に
滞
在
し
た
蘆雪

が
、
最
後
に
立
ち
寄
っ
た
と
さ
れ
る
高
山

寺
に
は
、《
寒
山
拾
得
図
》（
天
明
七
年
・
一
七
八
七
年
）
が
遺
存
し
て
い
る

が
、
幅
広
の
刷
毛
の
よ
う
な
筆
で
、
一
気
呵
成
に
描
か
れ
た
豪
快
か
つ
大
胆

な
筆
触
に
よ
る
絵
画
で
あ
る
。
奇
行
で
知
ら
れ
る
寒
山
と
拾
得
は
、
表
現
性

に
富
む
奇
怪
な
表
情
で
描
か
れ
て
、
曽
我
蕭
白
の
描
く
人
物
像
に
も
近
い
。

こ
う
し
た
作
風
は
、
あ
た
か
も
文
人
画
の
よ
う
に
も
見
え
、
流派を


逸
脱
し

て
制
作
に
向
か
っ
た
蘆雪

の
位
置
づ
け
を
鮮
明
に
す
る
。
そ
う
い
え
ば
、
四

条
派
か
ら
雪
舟
、
そ
し
て
文
人
画
ま
で
を
、
流派

に
こ
だ
わ
ら
ず
に
一
手
に

引
き
受
け
て
制
作
し
た
大
坂
画
壇
の
画
家
た
ち
、
た
と
え
ば
、
蘆雪

と
ほ
ぼ

同
時
代
の
林
閬
苑
、
墨
江
武
禅
（
一
七
三
四

－

一
八
〇
六
）、
岡
熊
岳
（
一
七

六
二

－

一
八
三
三
）、
中
井
藍
江
（
一
七
六
六

－

一
八
三
〇
）、
そ
し
て
、
次

世
代
の
林
文
波
（
一
七
八
六

－

一
八
四
五
）、
忍
頂
寺
静
村
（
一
八
〇
四

－

一

八
七
七
）
ら
の
活
動
も
、「
流派を越え




る
」
と
い
う
点
で
は
蘆雪

と
共
通
す

る
。

　

蘆雪

の
作
風
と
よ
く
似
た
林
閬
苑
の
作
品
を
挙
げ
る
と
、《
騎
鹿
人
物
図
》

（
個
人
蔵
）、《
蹴
鞠
図
》（
個
人
蔵
）、《
陶
淵
明
図
》（
個
人
蔵
）、《
南
泉
和
尚

問
答
図
》（
天
明
六
年
・
一
七
八
六
年
賛
）、《
鹿
図
》（
大
阪
歴
史
博
物
館
蔵
）

な
ど
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
奇
想
」「
奇
矯
」
の
流
れ
に
位
置
す
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。《
騎
鹿
人
物
図
》
で
は
、
道
服
を
着
て
鹿
に
乗
る
寿
老

人
は
、
画
面
か
ら
溢
れ
る
よ
う
な
運
動
感
を
表
わ
し
て
い
る
。
い
き
お
い
の

あ
る
筆
さ
ば
き
は
、
林
閬
苑
と
蘆雪

に
も
共
通
す
る
。
さ
ら
に
、
文
人
画
風

に
崩
れ
た
筆
致
を
用
い
た
《
陶
淵
明
図
》
の
人
物
描
写
も
、
蘆雪

の
天
明
六
・

七
年
（
一
七
八
六
・
八
七
）
の
《
鍾
馗
・
蝦
蟇
図
》
の
「
鍾
馗
図
」（
個
人

蔵
）
に
見
ら
れ
る
自
由
自
在
に
引
か
れ
た
肥
痩
の
線
描
に
類
似
す
る
。
加
え

て
、《
鹿
図
》
の
即
興
的
で
自
由
自
在
の
墨
の
用
い
方
も
、
蘆雪

の
《
蛸
図
》

な
ど
を
想
起
さ
せ
る
に
ち
が
い
な
い
。

　

蘆雪

の
「
蛙
（
蝦
蟇
）
図
」
に
つ
い
て
は
、
松
本
奉
時
と
の
関
係
も
検
討

の
余
地
が
あ
ろ
う
。
蘆雪

と
同
時
代
に
活
動
し
た
奉
時
は
、「
蛙
（
蝦
蟇
）
の

奉
時
」
と
呼
ば
れ
、
数
多
く
の
《
蛙
（
蝦
蟇
）
図
》
を
描
き
、
奉
時
の
「
蝦

蟇
図
」
は
、
当
時
の
大
坂
で
人
気
を
博
し
た
流
行
図
様
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

蘆雪

の
《
蝦
蟇
図
》
と
ま
っ
た
く
無
関
係
と
い
っ
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

四　

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
以
後
の
晩
年
作

　

蘆雪

の
晩
年
は
、
い
よ
い
よ
奇
怪
さ
を
増
し
て
、
こ
の
世
を越え


た
彼
岸



長
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長
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長
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長
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長
長
長

一
一

の
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
た
感
が
あ
る
。
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
の
《
蓬

莱
山
図
》（
個
人
蔵
）
は
、
広
島
に
滞
在
し
た
と
き
に
制
作
さ
れ
た
絵
画
で
、

州
浜
沿
い
に
林
立
す
る
松
林
は
、
あ
た
か
も
生
き
物
の
よ
う
に
生
命
を
吹
き

込
ま
れ
、
怪
し
げ
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
身
を
く
ね
ら
せ
て
お
り
、
仙
人
の
住
む
幽

遠
な
世
界
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
寛
政
年
間
（
一
七
八
九

－

一
八
〇
一
）
後
期
と
推
定
さ
れ
る
六
曲
一
双
《
赤
壁
図
屛
風
》（
個
人
蔵
）
や

《
赤
壁
図
―
山
水
人
物
図
》（
根
津
美
術
館
蔵
）、
そ
し
て
《
海
浜
奇
勝
図
屛

風
》（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
）
で
は
、
や
は
り
生
命
を
吹
き
込
ま
れ
た

か
の
よ
う
な
岩
山
が
、
奇
妙
に
捩
じ
れ
つ
つ
天
に
向
か
っ
て
伸
び
て
ゆ
く
よ

う
に
見
え
る
。
右
隻
に
は
数
人
の
人
物
を
乗
せ
た
小
舟
が
浮
か
ん
で
い
る
が
、

風
景
全
体
は
、
現
実
感
を
喪
失
し
た
夢
の
世
界
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
鬼
気
迫

る
情
景
が
あ
た
り
一
帯
に
広
が
っ
て
い
る
。
晩
年
の
蘆雪

が
希
求
し
た
精
神

世
界
が
、
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
雰
囲
気
の
中
に
姿
を
現
し
た
と
し
か
言
い
よ

う
が
な
い
。

　

こ
う
し
た
作
風
は
、
す
で
に
寛
政
年
間
前
期
の
《
白
梅
図
屛
風
》
に
お
い

て
も
見
ら
れ
、
そ
こ
で
は
奇
怪
に
捻
じ
ら
れ
た
梅
樹
の
幹
が
、
異
様
な
円
弧

の
屈
曲
線
を
描
き
な
が
ら
伸
び
広
が
る
長
い
枝
を
放
出
し
て
い
る
か
の
印
象

さ
え
与
えて

い
る
。
以
上
の
鬼
気
迫
る
絵
画
は
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）

の
《
山
姥
図
》（
厳
島
神
社
蔵
）
に
も
結
実
し
て
い
て
、
恐
ろ
し
い
形
相
で
、

歯
を
む
き
出
し
に
し
た
山
姥
が
、
子
供
の
坂
田
公
時
の
手
を
引
い
て
い
る
。

こ
の
絵
画
の
主
題
に
つ
い
て
は
、
河
野
元
昭
氏
が
、
能
や
謡
曲
の
影
響
を
受

け
た
近
松
の
浄
瑠
璃
と
の
関
連
を
仄
め
か
し
て
い
る（

（1
（

。
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
の

世
界
、
そ
れ
は
ま
た
、
大
坂
の
戯
画
作
者
の
耳
鳥
齋
が
好
ん
で
描
い
た
世
界

で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
グ
ロ
テ
ス
ク
な
表
現
は
、
大
坂
の
岡
田
米
山
人
（
一

七
四
四

－
一
八
二
〇
）
の
人
物
図
に
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
も
の
だ
と
い
っ

て
よ
い
。
米
山
人
も
幅
の
広
い
作
風
を
保
持
し
て
い
た
文
人
画
家
で
あ
り
、

文
人
画
の
傍
ら
に
、
奇
矯
と
い
っ
て
よ
い
戯
画
的
絵
画
を
も
数
多
く
描
い
た
。

米
山
人
の
《
山
水
・
人
物
・
花
鳥
図
》（
富
山
・
瑞
龍
寺
藏
）
の
中
の
《
自
画

像
》
は
、
戯
画
的
に
歪
曲
さ
れ
た
身
体
の
形
態
に
よ
る
奇
抜
な
絵
画
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
蘆雪

の
「
蜆
子
和
尚
」（《
絵
替
り
図
屛
風
》
に
も
共
通
す
る
作

風
で
あ
る
。
さ
ら
に
、《
松
齢
鶴
算
図
》（
文
政
一
年
・
一
八
一
八
年
・
個
人

蔵
）
は
、
首
を
背
後
に
ひ
ね
っ
て
嘴
を
大
き
く
空
け
た
鶴
の
姿
は
、
大
坂
特

有
の
戯
画
的
な
奇
矯
さ
を
表
し
て
い
る（

（2
（

。
鶴
の
姿
は
、
あ
た
か
も
擬
人
化
さ

れ
た
奇
怪
な
姿
を
露
わ
に
示
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
大
坂
画
壇
の
画
家
た
ち

の
同
時
代
的
活
動
を
視
野
に
入
れ
る
と
、
蘆雪

の
「
奇
想
」
も
、
大
坂
画
壇

の
「
奇
矯
」
の
絵
画
と
雰
囲
気
的
に
つ
な
が
る
も
の
が
あ
る
。

　

ま
た
、
奉
時
と
蘆雪

と
の
関
わ
り
と
い
え
ば
、
奉
時
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し

た
寛
政
八
年
か
ら
十
年
制
作
（
一
七
九
六

－

九
八
）
の
寄
合
描
き
の
《
諸
名

家
合
作
（
松
本
奉
時
に
依
る
）》
が
遺
存
し
て
お
り
、
蒹
葭
堂
（
一
七
三
六

－

一
八
〇
二
）
や
蘆雪

、
そ
し
て
若
冲
ら
計
二
十
二
名
の
京
、
大
坂
の
画
家
や

儒
者
た
ち
が
寄
合
描
き
を
し
た
合
作
で
あ
る（

（2
（

。
す
で
に
私
が
各
種
の
論
文
で

紹
介
し
て
は
い
る
が
、
こ
こ
で
簡
潔
に
再
録
す
る
。
大
坂
の
表
具
師
で
画
家

で
あ
っ
た
松
本
奉
時
（
十
八
世
紀
後
半
に
活
動
）
に
よ
る
京
・
大
坂
の
画
家

た
ち
に
よ
る
寄
合
描
き
で
あ
る
。
奉
時
は
、
岡
田
樗
軒
著
『
近
世
逸
人
画
史
』



一
二

に
よ
る
と
、
大
坂
の
人
で
奉
持
道
人
の
号
を
も
ち
、
蕪
村
に
師
事
し
て
山
水

画
を
学
び
、
戯
れ
に
煙
管
に
墨
を
付
け
て
蟾
蜍
を
描
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

生
没
年
は
不
詳
で
あ
る
が
、
蒹
葭
堂
ら
と
の
親
し
い
関
係
か
ら
、
表
具
師
の

傍
ら
絵
画
を
描
き
、
十
八
世
紀
後
半
に
活
動
し
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

こ
の
寄
合
描
き
で
は
、
大
坂
か
ら
慈
雲
飲
光
、
中
井
竹
山
、
細
合
半
斉
、
墨

江
武
禅
、
福
原
五
岳
、
森
周
峯
、
奥
田
元
継
、
森
祖
仙
、
木
村
蒹
葭
堂
、
上

田
耕
夫
、
篠
崎
三
嶋
ら
が
揮
毫
し
て
お
り
、
画
面
左
下
に
松
本
奉
時
の
所
蔵

印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
画
面
中
央
左
の
場
所
に
蒹
葭
堂
、
そ
の
す
ぐ
横
に
伊

藤
若
冲
、
そ
の
画
面
右
下
に
蘆雪

が
「
鶴
図
」
を
描
い
た
。
寄
合
描
き
に
よ

る
合
作
と
い
う
だ
け
で
、
蘆雪

と
大
坂
画
壇
と
の
関
係
が
密
だ
っ
た
と
主
張

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
蘆雪

と
大
坂
の
画
家
や
儒
者
た
ち
が
、
お
互
い

を
認
知
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

ま
と
め

　

蘆雪

の
画
業
は
、
大
坂
画
壇
の
主
要
な
画
家
た
ち
と
同
様
に
、
作
風
が
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
応
挙
門
で
は
あ
る
が
、
晩
年
に
な
る
ほ
ど
に
、
そ
の

範
囲
を越えて



、
自
由
自
在
に
自
己
の
精
神
世
界
に
沈
潜
し
て
い
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
蘆雪

の
性
格
を
、
個
人
の
資
質
の
問
題
に
収
斂
さ

せ
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
が
、
や
は
り
、
同
時
代
の
画
家
た
ち
と
の
関

係
に
目
配
り
を
し
て
、
時
代
性
と
い
う
も
の
を
浮
き
彫
り
に
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。
本
稿
で
は
、
大
坂
あ
る
い
は
大
坂
画
壇
と
の
関
係
を
強
調
し
過
ぎ
た

か
も
し
れ
な
い
が
、
当
時
の
京
、
大
坂
の
画
壇
の
状
況
を
考
え
る
と
、
二
つ

の
地
域
は
、
お
互
い
に
密
に
交
流
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ

に
は
、
若
冲
や
蕭
白
の
「
奇
想
」、
あ
る
い
は
閬
苑
や
蛇
玉
の
「
奇
矯
」
の
領

域
が
確
か
に
存
在
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
蘆雪を


京
の
画
家
と
し
て
、
京
と
い
う
地
域
に

押
し
込
め
て
き
た
感
が
あ
る
。
そ
う
し
た
狭
い
「
京
都
一
地
域
主
義
」
的
な

思
考
を
脱
し
て
、
少
な
く
と
も
、
京
と
大
坂
を
あ
る
て
い
ど
一
体
的
に
把
握

す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
近
世
美
術
史
研
究
の
中
で
、
大
坂
画
壇
を
軽

視
し
て
き
た
欠
陥
を
今
こ
そ
補
完
し
て
、
新
し
い
美
術
史
の
構
築
を
目
指
す

べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

蘆雪

の
異
常
に
幅
の
広
い
作
画
活
動
に
は
、
や
は
り
、
閬
苑
の
「
奇
矯
」、

米
山
人
の
「
グ
ロ
テ
ス
ク
」、
奉
時
の
「
驚
き
の
モ
テ
ィ
ー
フ
」、
耳
鳥
齋
の

「
何
と
な
く
お
か
し
い
雰
囲
気
」
と
い
う
大
坂
画
壇
に
垣
間
見
ら
れ
る
特
質
の

影
が
付
き
ま
と
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
は
、
行
き
過
ぎ
た
近
世
美
術
史
観
で

あ
ろ
う
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
を
得
て
、
蘆雪

は
、
寛
政
年
間
後
期
に
《
月

夜
山
水
図
》（
穎
川
美
術
館
蔵
）
な
ど
の
「
お
ぼ
ろ
げ
に
湧
き
上
が
っ
て
く
る

幽
遠
」
な
精
神
世
界
に
到
達
し
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
蘆雪

は
自
己
の

心
の
内
部
に
あ
る
地
下
水
脈
に
触
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
こ
は
、
一
種
の

宗
教
的
な
世
界
、
言
い
換
え
れ
ば
、
霊
的
な
心
の
世
界
と
で
も
い
う
べ
き
、

蘆雪

独
自
の
神
秘
的
境
地
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

相
見
香
雨
の
『
蘆雪

物
語
』（
一
九
一
八
年
刊
）
と
『
続
蘆雪

物
語
』（
一

九
三
七
年
刊
）
に
お
い
て
は
、
蘆雪

が
毒
殺
さ
れ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
真

実
は
不
明
で
あ
る
が
、
蘆雪

は
大
坂
に
滞
在
し
て
い
る
と
き
に
亡
く
な
っ
た
。



長
長
長
長長

長
長
長
長
長
長
長
長

一
三

墓
は
、
か
つ
て蘆雪


の
「
墨
龍
図
」
が
あ
っ
た
大
坂
の
真
田
山
の
麓
に
あ
る

直
指
庵
に
作
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
蘆雪

の
「
奇
想
」
に

は
、
ど
こ
ま
で
も
大
坂
の
「
奇
矯
」
の
影
が
付
き
ま
と
っ
て
い
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
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Nagasawa Rosetsu: Beyond the Painting Schools

NAKATANI Nobuo

	 Throughout his career, Nagasawa Rosetsu, like many painters of the Osaka 
Painting Schools, incorporated the styles of various schools into his works. Art 
historians have long defined Rosetsu as an artist solely of Kyoto style, but in 
this article, I intend to propound a new interpretation of Rosetsu’s paintings in 
terms of his relationship with Osaka. Rosetsu, late in his career, was deeply 
drawn toward the expression of the spiritual and the fantastical. Certainly, one 
can attribute his late predisposition to his individual uniqueness; however, at 
the same time, the influence of his contemporaries must be considered to be 
an important factor. Rather than situating his works solely within the geo-
graphical and cultural boundary of Kyoto, I propose an understanding of his 
works as reaching across Kyoto and Osaka.

キーワード：�長澤蘆雪（Nagasawa Rosetsu）、大坂画壇（Osaka Painting School）、
奇想（Eccentric）、林閬苑（Rin Ryoen）


